
シップリサイクル条約におけるシップリサイクル条約における

日本海事協会 取り組み日本海事協会 取り組み日本海事協会の取り組み日本海事協会の取り組み

２０１１年11月

一般財団法人日本海事協会般財団法人日本海事協会

シップリサイクル事業推進チーム プロジェクトマネジャー

1111

業務執行委員材料艤装部長 髙野 裕文



本日の内容本日の内容本日の内容本日の内容

１．日本海事協会（１．日本海事協会（ClassNKClassNK）について）について

２．シップリサイクル条約の概要２．シップリサイクル条約の概要

３．３．ClassNKClassNKの取組みの取組み
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日本海事協会（日本海事協会（ClassNKClassNK）について）について
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ClassNKについて

世界の船を検査し、ClassNK船として「登録・
公表」する船の国際格付機関です。また、世
界中の国々から国の船舶検査の代行機関と
して指定されています。して指定されています。

1899年設立以来112年、海事国家日本を基

本部管理センター

899年設立以来 年、海事国家日本を基
盤に、現在、登録船腹量で世界一となっており
、世界の約20％のシェアを有しています。

シップリサイクル条約についても国の代行機
関となるべく 準備を進めています

研究センター

関となるべく、準備を進めています。

海上安全や海事環境保全だけでなく、

44

海上安全や海事環境保全だけでなく、
海事R&Dへの貢献にも力を入れています。

情報センター



ClassNKの世界ネットワーク

世界に119 の事務所があります。

Regional Office
Middle East, East 
Mediterranean & Black 
Sea Region  12 Offices

North Asia Region 
(China and Korea)

16 Offices

North and South 
Americas Japan

16 Offices

Europe & Africa  
Region

23 Offices

Americas 
Region

17 Offices

Japan 
Head Office & 

21 Offices

23 Offices

South Asia & OceaniaSouth Asia & Oceania 
Region

30 Offices
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このネットワークで海事業界の皆様に貢献します。



「これからも皆様と共にありたい」「これからも皆様と共にありたい」「これからも皆様と共にありたい」「これからも皆様と共にありたい」

日本海事協会の願いです。日本海事協会の願いです。日本海事協会の願いです。日本海事協会の願いです。

４月１日より、日本海事協会は

一般財団法人となりました。

より一層の顧客サービスに努めますより 層の顧客サ ビスに努めます。

引き続き、ご支援をお願いします。
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シップリサイクル条約の概要シップリサイクル条約の概要
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シップリサイクル条約議論のはじまり

2000年ごろ

荷主・船主・建造国 解撤国

一部のマスコミや環境派は

「先進国の発展途上国へのゴミの押し付け」であると・・・「先進国の発展途上国へのゴミの押し付け」であると・・・

バ ゼル条約やＩＬＯに 国際環境問題として提起
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バーゼル条約やＩＬＯに、国際環境問題として提起



国際海事機関（ＩＭＯ）
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条約採択会議の模様（２００９年５月香港）

条約の採択とは… 条約の内容が決定されること。

その後、各国の批准によりこの条約は発効します。
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シップリサイクル条約の概要

条約の概要条約の概要

規制の対象 主な要件

● 船舶 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ インベントリ

● 船舶リサイクル施設 ・・・・・・ シップリサイクル施設計画

● リサイクル時の準備 ・・・・・・ シップリサイクル計画

適用船舶： 国際総トン５００GT以上の船舶(寿命の間、国内航海のみに従事する船舶は除く)

新船と現存船 契約日ベ スで条約発効日を境に区分新船と現存船： 契約日ベースで条約発効日を境に区分

適用時期： 新船：発効後すぐ、現存船：発効日より５年以内
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※国内法制化の際に、国内での規則適用については改めて議論されます。
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海事業界に要請される対応

● 船主 ・・・・・・・・ インベントリ（新造船も現存船も）の作成・維持

シップリサイクル計画の作成（リサイクル時）

● 造船所 ・・・・・・・ 新造船インベントリの作成● 造船所 ・・・・・・・ 新造船インベントリの作成

● 機器メーカー ・・ ＭＤ（材料宣誓書）の作成

ＳＤＯＣ（供給者適合宣言）の作成ＳＤＯＣ（供給者適合宣言）の作成

● 専門家 ・・・・・・ 現存船インベントリの作成（支援）

● リサイクル企業 シップリサイクル施設計画の作成
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リ ク 企業 シ リ ク 施設計画 作成
シップリサイクル計画の作成
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ClassNKClassNKの取組みの取組み
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「チーム日本」としての取り組み

条約への対応
技術的問題解決 リサイクル施設の確保

政府

船主 造船 カ

各国との協
力

ソフトウェア開発
研究機関

船主 造船 メーカ

ＮＫ 船技協検査の試行

力

解撤ＮＫ 船技協検査の試行 システムの確立
解撤

日本の海事セクターが、
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一丸となって対応してきました。



ClassＮＫでの取り組み

シップリサイクル事業推進チームを立上げ積極的に対応シップリサイクル事業推進チ を立上げ積極的に対応

条約が実行可能であることを確認

現存船インベントリ作成／鑑定 （約１００隻実施）

新造船インベントリ作成／鑑定 （約３０隻実施）

PrimeShip-GREEN/SRMの開発eS p G /S の開発
シップリサイクルヤード関係の審査体制の確立

日本の海事産業全体が、
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スムーズに条約対応できることを目指します。



インベントリに関する鑑定書の発行

条約発効前に作成されたインベントリに対し、鑑定書
（Ｓｔａｔｅｍｅｎｔ ｏｆ Ｆａｃｔ）を発行しています（Ｓｔａｔｅｍｅｎｔ ｏｆ Ｆａｃｔ）を発行しています。

鑑定書発給船には「ＩＨＭノーテーション」を付します。

発効後に条約証書 書換え スム ズに条約対応可発効後に条約証書へ書換え、スムーズに条約対応可。
ＰｒｉｍｅＳｈｉｐ‐ＧＲＥＥＮ/ＳＲＭによる新造船方式、
専門家による現存船方式のいずれのインベントリにも対応専門家による現存船方式のいずれのインベントリにも対応
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シップリサイクル条約に関するプロジェクト支援

NKは政府と協力して、条約
対応 プ ジ 支援対応のプロジェクトを支援し
ています。室蘭プロジェクトも
その1つです。

NKNKは、本船のインベントリ承認等、は、本船のインベントリ承認等、

その1つです。

NKNKは、本船のイン ントリ承認等、は、本船のイン ントリ承認等、
検査に係わる手続きやセミナー開検査に係わる手続きやセミナー開
催の支援を行いました。催の支援を行いました。催の支援を行いました。催の支援を行いました。

浮きドックへの船底部上架浮きドックへの船底部上架
の際も立ち会いました。の際も立ち会いました。
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インベントリの作成支援

• 材料宣誓書（ＭＤ）／供給者適合宣言（ＳＤｏＣ）の収集

大量発注される調達品それぞれにＭＤ/ＳＤｏＣが必要

10000点の調達品に！

大量の紙資料の受け渡し、保管

ＭＤ内容を記載／転記する際 間違

10000点の調達品に！

ＭＤ内容を記載／転記する際の間違い

位置ごとの有害物質含有量の計算負担

新造船インベントリ作成ソフト新造船インベントリ作成ソフト

（PrimeShip-INVENTORY）を開発10000点の調達品でも
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インベントリ作成に関わる負担を飛躍的に軽減



新システム PrimeShip-GREEN/SRM

業界全体で同一のソフトウェア利用し、さらに、Web化することで、業界全体で同 のソフトウ ア利用し、さらに、Web化することで、
日本国内だけでなく、海外でも使用可能な標準システムを目指す。

業界全体で同一のWebアプリケーション利用日本海事協会

…・ データの一元化による、情報、履歴の有効活用
・ 調査依頼 進捗管理のデータ連携が可能

管理
検査

造船メーカー

舶用メーカー優位性のあるクラウドサービスも利用できる

・ 調査依頼、進捗管理のデータ連携が可能
・ システム拡張、メンテナンスの一括更新

造船メーカー

部品メーカー

材料メーカー

・ システム運用体制を社内に確保しなくてよい
・ システムメンテナンス、老朽化対応からの解放
・ 構築費用がかからず、利用形態に応じたサービス提供登録

照会造船メ カ

舶用メーカー 部品メ カ
材料メーカー

登録
照会

登録
照会

登録
照会
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舶用メ カ 部品メーカー



リサイクル施設承認のための体制確立へ

◆ 国内リサイクル施設と協力して承認体制を準備中

シップリサイクル施設計画

リサイクル施設の要件リサイクル施設の要件

シップリサイクル施設計画

シップリサイクル計画

作成方法の標準化
国内（香川県）の船舶リサイクル
施設において調査を実施
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◆ 今後、海外のリサイクル施設にも展開



シップリサイクルのトータル技術サポート

シップリサシップリサ リサイクル時リサイクル時
イクル計イクル計

画画

施設計施設計

リサイクル時リサイクル時
のの

監督代行監督代行
ISO30000ISO30000

インベントリインベントリ
施設計施設計

画画

ISO30000ISO30000

ClassNKが

船 生 わた 条約 関する技術 ポ ます船の生涯にわたって条約に関する技術サポートします。
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詳しくはClassNKのウェブサイトをお訪ね下さい。
htt // l k jhttp://www.classnk.or.jp
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ご清聴ありがとうございました。
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ご清聴ありがとうございました。


